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会　　場　　日本医科大学橘桜会館
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第 86 回日本医科大学医学会総会プログラム

［総会・授賞式・講演会］　橘桜ホール  橘桜会館 2 階

第一部

9：00 開場

9：30 開会

会長挨拶

9：35 平成 29 年度丸山記念研究助成金受賞記念講演

9：48 平成 29 年度同窓会医学研究助成金受賞記念講演

10：25 海外留学者講演

12：00〜13：00 休憩

第二部
13：00 医学会業務報告

平成29年度医学会収支決算、監査報告及び平成 31 年度予算案

13：20 授賞式　　奨学賞・優秀論文賞・優秀演題賞・丸山記念研究助成金受賞

13：30 特別講演

14：10 平成 30 年度奨学賞受賞記念講演

14：35 平成 29 年度優秀論文賞受賞記念講演

14：50 新任教授特別講演

16：20 新任臨床教授特別講演

16：35 副会長挨拶

16：40 閉会

［ポスター発表］　多目的ホール  橘桜会館 3 階

 9：30〜14：30 展示時間

11：20〜12：20 演者発表
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 9：30　開会　

 会長挨拶　　　日本医科大学医学会会長　　　弦間　昭彦

 9：35　平成 29 年度丸山記念研究助成金受賞記念講演　（12分）

（ 9：35〜 9：47） 菅野　哲平 内 科 学
（呼吸器内科学）

清家　正博

 9：48　平成 29 年度同窓会医学研究助成金受賞記念講演　（各12分）

１.（ 9：48〜10：00） 服部裕次郎 解 剖 学・
神 経 生 物 学

下垂体腫瘍におけるエストロゲン受
容体変異体の発現解析

石井　寛高

２.（10：00〜10：12） 齋藤　恒徳 内 科 学
（循環器内科学）

浅井　邦也

３.（10：12〜10：24） 宮永　晃彦 内 科 学
（呼吸器内科学）

ALK 肺癌における発癌の分子生物学
的メカニズム

清家　正博

10：25　海外留学者講演　（各12分　− 講演10分・討論2分）

１.（10：25〜10：37） 桑原　大彰 形 成 外 科 学 日本と北欧の文化的違いによる形成
外科手術の相違と最適化

小川　　令

２.（10：37〜10：49） 土肥　輝之 形 成 外 科 学 力学的刺激と異常瘢痕の形成のメカ
ニズム

小川　　令

３.（10：49〜11：01） 石井　俊行 生 理 学
（システム生理学）

荻原　郁夫

４.（11：01〜11：13） 宮地　秀樹 内 科 学
（循環器内科学）

宮本　正章

５.（11：13〜11：25） 脇田　知志 内 科 学
（血液内科学）

山口　博樹

６.（11：25〜11：37） 宮永　晃彦 内 科 学
（呼吸器内科学）

肺癌とマイクロバイオームの研究 斎藤　好信

第一部

［総会・授賞式・講演会］橘桜ホール  橘桜会館 2 階

司　会　新田　　隆　学術担当理事

休憩（12：00 〜 13：00）

（座　長）

Physiological characterization of AMPA 
receptor positive allosteric modulators PF-
04958242 and LY-451395

拡張型心筋症の電子顕微鏡所見の
臨床的意義とオートファジー発現に
関与する因子の探索

分子標的治療薬の耐性化における
EMT の意義および関連因子の機能
解析

臨床応用に向けた生体吸収性血管 
グラフトの開発と血管リモデリングの
機序解明

網羅的タンパク機能解析が明らかに
する新たな急性骨髄性白血病の治療
戦略

第二部
司　会　高橋　秀実　庶務担当理事

司　会　杉原　　仁　学術担当理事

13：00  総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13：20  授賞式

・奨学賞
・優秀論文賞
・優秀演題賞　総会当日 3 名以内決定
・丸山記念研究助成金受賞
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13：30　特別講演　（40分　ー 紹介5分・講演35分）

（13：30〜14：10） 岩田　浩康 早 稲 田 大 学
創造理工学部
総合機械工学科

人体組織に安全かつしなやかに適応
可能な次世代診断・治療ロボット

臼田　実男

14：10　平成 30 年度奨学賞受賞記念講演　（各12分　− 紹介3分・講演9分）

１.（14：10〜14：22） 奥田　貴久 法 医 学 大野　曜吉

２.（14：22〜14：34） 三井亜希子 内 科 学
（腎臓内科学）

清水　　章

14：35　平成 29 年度優秀論文賞受賞記念講演　（12分　ー 紹介3分・講演9分）

（14：35〜14：47） 太良　修平 内 科 学
（循環器内科学）

末梢動脈疾患に対する血管新生治療
−低出力体外衝撃波を中心に−

宮本　正章

14：50　新任教授特別講演　（各15分　− 紹介3分・講演12分）

１.（14：50〜15：05） 二神　生爾 内 科 学
（消化器内科学）

機能性ディスペプシアと慢性膵炎 岩切　勝彦

２.（15：05〜15：20） 浅野　　健 小 児 科 学 白血病の薬剤耐性における
epigenetics の関与

伊藤　保彦

３.（15：20〜15：35） 堀　　純子 眼 科 学 高橋　　浩

４.（15：35〜15：50） 清家　正博 呼吸器内科学 肺癌の Precision Medicine に向けた
バイオマーカー研究

廣瀬　　敬

５.（15：50〜16：05） 岩井　佳子 細 胞 生 物 学 PD−１抗体ニボルマブの開発 清家　正博

６.（16：05〜16：20） 吉田　　寛 消化器外科学 安全性の高い肝切除術の周術期管理 岩切　勝彦

16：20　新任臨床教授特別講演　（12分　− 紹介3分・講演9分）

（16：20〜16：32） 眞島　任史 付属病院整形外
科・リウマチ外科

整形外科研究における
Biomechanics と Biology の融合

宮本　雅史

16：35　副会長挨拶　　日本医科大学医学会副会長　伊藤　保彦

16：40　閉会　

（座　長）

司　会　小川　　令　学術担当理事

司　会　猪口　孝一　学術担当理事

アルコール脱水素酵素（ADH）の 
アルコール関連臓器障害発症への
関与
造血幹細胞移植後の腎血栓性微小
血管症と移植片対宿主病の関与

眼組織の移植と再生のための免疫
特権の分子機構−眼内免疫チェッ
クポイント分子群の役割−
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［ポスター発表］多目的ホール  橘桜会館 3 階

展示時間　9：30 〜 14：30　　演者発表　11：20 〜 12：20

Ａ 救急医療　　　　　　　座長：横堀 將司〔救急医学 准教授〕　　　　　　　　　　　　　　　　  11：20
P − 1 複数科の連携により救命した腹部大動脈瘤破裂の

１例
付属病院救命救急科

付属病院心臓血管集中治療科
付属病院心臓血管外科
付 属 病 院 放 射 線 科

原 口 尚 子・重 田 健 太・遠山健太郎
尤 　 礼 佳・石 木 義 人・中 江 竜 太
原 　 義 明・横 田 裕 行
中 田 　 淳・山 本 　 剛・清 水 　 渉
宮 城 泰 雄・新 田 　 隆
安 井 大 祐・上 田 達 夫・汲田伸一郎

P − 2 バルプロ酸ナトリウムに起因する重症急性膵炎の
１例

付属病院救命救急科 前 島 璃 子・大 元 文 香・金 谷 貴 大
溝 渕 大 騎・石 井 浩 統・恩 田 秀 賢
小笠原智子・増 野 智 彦・布 施 　 明
新 井 正 徳・辻 井 厚 子・横 田 裕 行

P − 3 分節性動脈中膜融解（Segmental Arterial Mediolysis: 
SAM）による腹腔内出血を来たした１例

付属病院救命救急科 遠山健太郎・尤 　 礼 佳・重 田 健 太
石 木 義 人・中 江 竜 太・原 　 義 明
増 野 智 彦・新 井 正 徳・辻 井 厚 子
横 田 裕 行・斉 藤 英 正・星野慎太朗
安 井 大 祐・杉 原 史 恵

P − 4 亜硝酸ガスによる化学性肺炎の１例 付属病院救命救急科 濱 口 拓 郎・富 永 直 樹・瀧 口 　 徹
五十嵐　豊・萩 原 　 純・金 　 史 英
新 井 正 徳・辻 井 厚 子・増 野 智 彦
横 堀 將 司・横 田 裕 行

P − 5 高度救命救急センターにおける薬剤師による治療介
入効果

付 属 病 院 薬 剤 部 三 浦 義 彦・礒 江 雄 人・坂 野 博 之
長原新太郎・久保村　優・平 井 瑞 希
岡 本 早 織・伊 勢 雄 也・片 山 志 郎

B コミュニケーション　　座長：増野 智彦〔救急医学 講師〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  11：50

P − 6 オーバートリアージの減少を目的としたドクターカー
出動要請基準の検討

医 学 部 第 ３ 学 年
付属病院救命救急科

松 本 成 未
五十嵐　豊・濱 口 拓 郎・富 永 直 樹
瀧 口 　 徹・萩 原 　 純・横 堀 將 司
増 野 智 彦・金 　 史 英・新 井 正 徳
辻 井 厚 子・布 施 　 明・横 田 裕 行

P − 7 ラオス人民共和国における救急医療セミナーを
開催して

多摩永山病院薬剤部
多摩永山病院救命救急センター
付属病院救命救急科

近 藤 匡 慶・菅 谷 量 俊・髙 瀬 久 光
久 野 将 宗
五十嵐　豊

P − 8 外国人患者の診療における翻訳アプリの有用性 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

鶴ヶ谷祐太・小 野 真 平・栄 　 由 貴
松 永 宜 子・小 川 　 令

P − 9 日本の医学界におけるメディカルイラストレーション
の歴史と現状

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

小 野 真 平・小 川 　 令

P − 10 The Effect of Language on the Stroop Effect 医 学 部 第 ３ 学 年 豊 田 早 希

C 創傷治癒・感染１　　　座長：土佐 眞美子〔形成外科学 講師〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：20

P − 11 溶融金属による熱傷の治療経験 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

中 島 大 智・小 野 真 平・本 田 　 梓
栄 　 由 貴・小 川 　 令

P − 12 ポビドンヨードゲル併用バイアテン® 処置の
有用性

千葉北総病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

石 井 暢 明
小 川 　 令

P − 13 銀含有ハイドロファイバー被覆材の植皮術後創への
有用性

多摩永山病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

藪 野 雄 大・森 本 摩 耶
小 川 　 令
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P − 14 指背部ヒートプレス損傷に対する腹部遠隔皮弁の
切り離し法の最適化の検討

武蔵小杉病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

上 田 百 蔵
小 川 　 令

P − 15 ケロイド・肥厚性瘢痕の病態とその診断と治療 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

武蔵小杉病院形成外科

小 川 　 令・土佐眞美子・土 肥 輝 之
青 木 雅 代・杉 本 貴 子・松 本 典 子
野一色千景・加来知恵美・市野瀬志津子
赤 石 諭 史

D 創傷治癒・感染２　　　座長：秋元 正宇〔形成外科学 診療教授〕　　　　　　　　　　　　　　　  11：50
P − 16 腰背部皮下膿瘍で発見に至った下行結腸癌腹壁浸

潤の１例
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
付属病院救命救急科
付属病院消化器外科

亀 谷 美 菜・秋 山 　 豪・土佐眞美子
小 川 　 令
重 田 健 太
高 橋 吾 郎

P − 17 迅速診断キットが有用であった A 群β溶連菌による
壊死性筋膜炎の２例

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

山 本 寛 也・小 野 真 平・柘 植 琢 哉
栄 　 由 貴・松 永 宜 子・鶴ヶ谷祐太
小 川 　 令

P − 18 手術部位感染症を生じた４症例
−ノットフリー縫合糸使用に関する提言−

千葉北総病院形成外科

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

下元麻梨子・石 井 暢 明・香 西 達 一
中村加奈惠・権 　 知 華・土 屋 未 央
秋 元 正 宇
小 川 　 令

P − 19 外用 S1P の温熱損傷急性期における iNOS 産生
抑制と組織保護効果の検討

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

豊 原 瑛 理・青 木 雅 代・柘 植 琢 哉
小 川 　 令

P − 20 周期的圧刺激による創傷治癒メカニズムの解明
−非接触超音波を用いた創傷治療法の開発を目指
して−

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
薬 理 学
ピクシーダストテク
ノロジーズ株式会社

若 林 奈 緒・高 田 弘 弥・佐 野 仁 美
小 川 　 令
坂 井 　 敦・鈴 木 秀 典
星 　 貴 之

E 再建１　　　　　　　　座長：梅澤 裕己〔形成外科学 准教授〕　　　　　　　　　　　　　　　　 11：20
P − 21 眼瞼全層欠損に対する当科での治療経験 付属病院形成外科・

再建外科・美容外科
久保村　憲・中 島 大 智・安藤有佳利
近 藤 　 暁・張 　 萌 雄・外 薗 　 優
梅 澤 裕 己・江 浦 重 義・小 川 　 令

P − 22 長期間ティッシュエキスパンダーを留置せざるを
得なかった１例

千葉北総病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

香 西 達 一・秋 元 正 宇・石 井 暢 明
小 川 　 令

P − 23 胸部軟部悪性腫瘍再建におけるアルゴリズムの
考案

武蔵小杉病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

桑 原 大 彰
小 川 　 令

P − 24 腹壁再建症例の検討
−再建方法選択のアルゴリズム−

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

柘 植 琢 哉・梅 澤 裕 之・桑 原 大 彰
小 川 　 令

P − 25 仙骨部褥瘡・毛巣洞に対する上殿動脈穿通枝皮弁
の有用性の検討

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

兼行慎太郎・土 肥 輝 之・江 浦 重 義
黒 川 優 太・小 川 　 令

F 再建２　　　　　　　　座長：中溝 宗永〔耳鼻咽喉科学 准教授〕　　　　　　　　　　　　　　　  11：50
P − 26 母斑性基底細胞癌症候群患者に対して中顔面再建

を施行した１例
千葉北総病院形成外科

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

土 屋 未 央・秋 元 正 宇・石 井 暢 明
香 西 達 一・中村加奈恵・権 　 知 華
下元麻梨子
小 川 　 令

P − 27 顔面領域における軟部悪性腫瘍切除縁の検討 武蔵小杉病院形成外科

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

岩 永 洋 平・桑 原 大 彰・児 玉 詠 美
西本あか奈・上 田 百 蔵・赤 石 論 史
小 川 　 令
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P − 28 頭蓋底手術に関わる再建術 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

張 　 萌 雄・外 薗 　 優・梅 澤 裕 己
小 川 　 令

P − 29 耳下腺悪性腫瘍に関わる再建術 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己・外 薗 　 優
張 　 萌 雄・小 川 　 令

P − 30 下顎再建手術における血管柄付き遊離腓骨弁と肩
甲骨弁との比較

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
国立がん研究センター
東 病 院 形 成 外 科

外 薗 　 優・梅 澤 裕 己・小 川 　 令

東 野 琢 也

G 顔面骨・手足　　　　　座長：小野 真平〔形成外科学 准教授〕　　　　　　　　　　　　　　　　　 11：20
P − 31 相同モデルを用いた日本人健常乳児の頭蓋形態の

網羅的解析
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
国 立 成 育 医 療 研 究
セ ン タ ー 形 成 外 科
株 式 会 社 メディック 
エ ン ジ ニ ア リ ン グ

桑 原 広 輔・小 川 　 令

金 子 　 剛・彦 坂 　 信・高 松 亜 子

谷 尻 豊 寿

P − 32 下顎骨関節突起骨折の術前に 3D プリンターを用
いて 3D モデルを作成することの有用性

千葉北総病院形成外科
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

中村加奈恵・秋 元 正 宇
小 川 　 令

P − 33 ハロー型創外固定による顔面骨骨折治療 千葉北総病院形成外科

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

権 　 知 華・秋 元 正 宇・石 井 暢 明
香 西 達 一
小 川 　 令

P − 34 指粘液嚢腫に対する背側関節包切除術の治療成績 付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

松 永 宜 子・小 野 真 平・小 川 　 令

P − 35 植皮を要しない新たな合趾症手術の考案 武蔵小杉病院形成外科
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

児 玉 詠 美・桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
小 川 　 令

H ケロイド　　　　　　　座長：赤石 論史〔形成外科学 准教授〕　　　　　　　　　　　　　　　　　 11：50
P − 36 肥厚性瘢痕およびケロイドと類似した外観を呈した

顆粒細胞腫の２例
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
武蔵小杉病院皮膚科

土佐眞美子・秋 山 　 豪・亀 谷 美 菜
小 川 　 令
安 齋 眞 一

P − 37 炎症性粉瘤の切開排膿の最適部位
−切開部に発生したケロイド症例の検討−

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

秋 山 　 豪・土佐眞美子・亀 谷 美 菜
小 川 　 令

P − 38 皮膚硬度計を用いたケロイドの硬さの評価 付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

加来知恵美・小 川 　 令

P − 39 若年発症ケロイドの統計学的観察 付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
医 学 教 育 セ ン タ ー

野一色千景・小 川 　 令　

早 坂 明 哲
P − 40 ケロイド血管内皮細胞の遺伝子発現プロファイル 付 属 病 院 形 成 外 科・

再建外科・美容外科
松 本 典 子・青 木 雅 代・小 川 　 令

P − 41 ケロイドの全身的因子の解明に向けて 付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
順天堂大学形成外科

黒 川 優 太・加来知恵美・土 肥 輝 之
小 川 　 令
田 中 里 佳

I 産科・脊椎・神経　　　 座長：北川 泰之〔整形外科学 准教授〕　　　　　　　　　　　　　　　　 11：20
P − 42 子宮腺筋症の経過中に脳梗塞を発症し主幹脳動脈

狭窄を伴った 1 例
付属病院神経・脳血管内科 本 　 隆 央・下 山 　 隆・松 本 典 子

村賀香奈子・鈴木健太郎・木 村 和 美
P − 43 Fisher 症候群に伴う遅発性顔面神経麻痺の１例 武蔵小杉病院（臨床研修医） 中 村 　 拳

P − 44 妊娠 25 週の前期破水・絨毛膜羊膜炎の適応による
帝王切開術後に敗血症を発症した１例

武蔵小杉病院女性診 
療科・産科 新生児内科
武蔵小杉病院循環器内科

岡 田 知 之・針 金 永 佳・深 見 武 彦
松 島 　 隆・米 山 剛 一・島 　 義 雄
佐 藤 直 樹
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P − 45 子宮動脈塞栓術後に再発し保存的に加療した子宮
仮性動脈瘤の１例

付属病院女性診療科・産科 山 口 　 祐

P − 46 治療前有痛性脊椎転移の単純Ｘ線における椎弓根
サインの形態学的多様性

医 学 部 第 3 学 年
付 属 病 院 整 形 外 科

本 田 侑 哉
北 川 泰 之・春 日 勇 輝・若宮みあり
大久保　敦・高 井 信 朗

J 皮膚・皮膚腫瘍　　　　座長：青木 雅代〔形成外科学 講師〕　　　　　　　　　　　　　　　　　 11：50
P − 47 当科における下眼瞼注入異物への治療戦略 付属病院形成外科・

再建外科・美容外科
上 井 廉 絵・野 本 俊 一・小 川 　 令

P − 48 生検にて Bowen 病の所見を示した乳房外
パジェット病の１例

武蔵小杉病院形成外科

北九州総合病院病理診断科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

西本あか奈・桑 原 大 彰・金 子 繭 子
赤 石 諭 史
入 江 康 司
小 川 　 令

P − 49 母斑切除後瘢痕に生じた足底部悪性黒色腫の１例 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

安藤有佳利・江 浦 重 義・久保村　憲
中 島 大 智・小 川 　 令

P − 50 大学病院における爪外来の現状と展望 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

栄 　 由 貴・小 野 真 平・小 川 　 令

P − 51 ヒト毛乳頭細胞に対するミノキシジルの作用機序の
解明

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

高 田 弘 弥・小 川 　 令

P − 52 高電圧電界治療に対するヒト皮膚由来細胞の転写
応答

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

青 木 雅 代・松 本 典 子・ 大久保ゆり
小 川 　 令

K 薬剤・検査１　　　　　座長：伊勢 雄也〔付属病院薬剤部 副薬剤部長〕　　　　　　　　　　　　  11：20
P − 53 乳癌組織標本における非典型的細胞分裂の臨床的

意義 – 細胞増殖能マーカー Ki67、PHH3 との比較
研究−

武蔵小杉病院病理診断科
付属病院病理診断科
統御機構診断病理学
乳 腺 外 科 学
解 析 人 体 病 理 学

大 橋 隆 治
並 松 茂 樹・坂 谷 貴 司
内 藤 善 哉
武 井 寛 幸
清 水 　 章

P − 54 ブアン液の有用性−ブアン液の媒染でアザン染色と
マッソン・トリクローム染色の染色性は改善される−

多摩永山病院病理診断科・病理部

統御機構診断病理学

東 　 敬 子・片 山 博 徳・礒 部 宏 昭
柳 田 裕 美・川野記代子・岩 瀬 裕 美
日吾美栄子・鈴 木 美 紀・新 井 　 悟
細 根 　 勝
内 藤 善 哉

P − 55 バンコマイシンとピペラシリン・タゾバクタム配合剤
併用による急性腎障害リスクに関する検討

付 属 病 院 薬 剤 部 稲 毛 俊 介・中村翔太郎・礒 江 雄 人
岡 本 早 織・植 竹 　 将・村 上 美 聖
山 口 礼 華・伊 勢 雄 也・片 山 志 郎

P − 56 NUDT15 遺伝子多型に関連するアザチオプリン
副作用をきたした全身性エリテマトーデスの１例

付属病院リウマチ・膠原病内科 海 野 幸 紀・岳 野 光 洋・小 林 政 司
白井悠一郎・五 野 貴 久・桑 名 正 隆

L 薬剤・検査２　　　　　座長：萩原 　研〔付属病院薬剤部 係長〕　　　　　　　　　　　　　　　 11：50
P − 57 当院における医薬品使用の実態調査 付 属 病 院 薬 剤 部 渡邉友起子・植 田 る か・萩 原 　 研

伊 勢 雄 也・片 山 志 郎
P − 58 薬剤師による入院前中止薬確認の有用性に関する

検討
付 属 病 院 薬 剤 部 梅 田 将 光・稲 毛 俊 介・林 　 太 祐

伊 勢 雄 也・片 山 志 郎
P − 59 がん薬物療法における薬剤師外来の有用性と今後の

課題
付属病院化学療法科
付 属 病 院 薬 剤 部

輪 湖 哲 也・田 中 弘 人・久保田　馨
片 山 志 郎

P − 60 外来化学療法室における薬剤師の疑義照会内容調査 付 属 病 院 薬 剤 部

付属病院化学療法科

井 上 優 衣・中 村 博 子・岩 出 佳 樹
片 山 志 郎
輪 湖 哲 也・田 中 弘 人・久保田　馨


